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Every culture has it’s [sic] own polite fi ctions.
あらゆる文化はそれ自身の思いやりのある嘘を持っている。
Whenever we want to be polite, we must act out certain fi ctions, regardless of 
the facts.
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我々が親切にしたいときはいつでも、我々は事実にお構いなしに、ある嘘を
行動に表わさなければならない。
For example, when you meet someone, you may or may not like him, but either 
way, you must politely pretend to like him.
例えば、あなたが誰かに会うとき、あなたは彼を嫌いかもしれない。しかしい
ずれにしても、あなたは上品に彼を好きであるように装わなければならない。
In such a case, Americans and Japanese share the same polite fi ction that “You 












































　　She was just being polite.（儀礼的にそういっただけ）
　『ランダムハウス英和辞典』












　Polite Fictions in Collision の1章（p.3）の一文 For example, when you meet 
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語に置きかえて“Please open the window.”とすると、これはほとんど命令文








を英語に置きかえることを考えると、“This is a good job.”とか、それに類する
表現では用をなすまい。言葉の真髄を表現しようとすれば、たとえば“This is a 









“How are you?” the girl called out. “It’s Yoko.” 










　Low, barracklike buildings that might have been railway dormitories were 
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と」の代用をさせている。「山裾に寒々と散らばっている」と「凍った山の斜
面に散らばっている」とでは、趣がかなりちがうのを否定できない。
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問いかけは行動して欲しい仄めかしではない
　日本人のペースはアメリカ人よりゆっくりしていると人は言いますが、この
種の情況にあっては、アメリカ人よりずっと早いのです。どんな問いかけも、
日本人は行動を起こして欲しい仄めかしと受けとるのを知るのにわたしは、長
い時間がかかりました。アメリカ人は人に問いかけたとき、行動ではなく、た
だ情報を期待します。もし行動を起こすにしても、それはゆっくり段階を踏ん
で起こします。
「歌舞伎の切符の手に入れ方をご存知ですか？」
「劇場の切符売り場で購入できます」
　最初の段階はこれで終わりです。さらなる手助けが必要なら、次の段階に進
むかどうかは質問する人しだいです。
「切符売り場の係りの人は英語が話せますか？」
「さあ、分かりません。わたしもご一緒して通訳しましょうか ?」
「いいえ、結構です。いつ観にいけるか分かりませんので。行ける時の切
符の手に入れ方を知りたかったのです」
　勿論ときによって、アメリカ人はあなたに切符を買ってもらって喜ぶことも
あります。しかしその場合でも、アメリカ人は自分のために行動を起こしてく
れる前に、そのことをはっきり尋ねてくれるものと思っています。
「私のペン見かけなかった？」
　アメリカ流の問いかけは日本人には行動を起こして欲しい仄めかしと受けと
められるのを知ったので、問いかけたりしないように努めました。しかし、ア
メリカの文化に育てられ身についた習慣は、抜け出すのが大変むずかしいので
す。日本人はなにか質問されると、実際に立って探す手助けをしないで、た
だ質問に答えるのは、礼を失すると思うということを忘れて、ときどきわたし
は考えなしに「わたしのペン見かけなかった？」と訊いてしまいます。すると
夫が、そのときしていることを中断して、わたしのペンを探そうとするのを見
てびっくりします。英語では「すまない、見かけなかったよ」そう答えるだけ
で、相手がだれであっても十分に礼に適った応えなのです。
　しかし今では、しまいに夫がわたしに対しかんしゃくを起こし、「自分で探
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したらいいだろう。人に迷惑かけるのはいい加減にしろよ！」と噛みつくよう
に言うとき、同情を覚えることができるようになりました。夫は日本人なの
で当然なことに、わたしが不当に要求ばっかりしていると思っています（「わ
たしが何をしていても、それをやめさせて、探し物の手助けさせてばっかい
る！」）。しかしアメリカ人なら、わたしの夫は理不尽に怒りっぽいと思うで
しょう（「なにも、立って探さなくたってすむことじゃない。簡単な質問をし
ただけなんだもの！」
　異文化間コミュニケーションになると、「簡単な問いかけ」がそれほど簡単
なことでなくなってしまうのです。
